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編 集 後 記
2025年春、認知症が特別な病気ではなく誰

もがなり得る自分事として考える時代に突入し
たといえる。

1年前「共生社会の実現を推進するための認
知症基本法」（以下、基本法）が施行され、12
月には基本法に基づく認知症施策の新たな展
開、共生社会の実現に向け「認知症施策推進
基本計画」が策定された。

その土台を構成する１つとして「全ての認知症
の人が、基本的人権を享有する個人として、自
らの意思によって日常生活及び社会生活を営む
ことができるようにすること」と記されており人
権尊重の考え方が貫かれている。

この35年あまり、主に老健施設で、さまざま
な環境に暮らす認知症の人々 に向き合ってきた。

私が専門職として課題にしてきたことは「尊厳」
と「自立支援」、その核と考える「自己決定の尊
重（個別性を最大限尊重した意思決定支援）」
である。

どんなに認知症が進行しようとも、その人の
意思を尊重し、その人の「人生」を傾聴するこ
とに尽力したい。そして認知症の人の行動のす
べてにその人なりの目的・意義があり、認知症の
人ご本人から教えてもらう姿勢を、今後もぶれ
ずにもち続けたい。終わりに、認知症基本法か
ら思い起こす言葉を紹介します。

2006年国連人権条約の起草に参画した当事者団体のスローガン

私たちのことを私たち抜きで決めないで
（Nothing about us without us）
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㆐ 特別対談 ㆐

釜萢 敏 × 東 憲太郎
      日本医師会 副会長  　　           全老健 会長

㆐ 特 集 ㆐

老健施設の
ポリファーマシー対策

高齢者施設の服薬簡素化提言
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